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会 議 録

第１回 大和郡山市地域公共交通会議会議の名称

平成19年９月21日（金）13:30～14:20開 催 日 時

市役所２階２００会議室開 催 場 所

大和郡山市 企画政策部 企画政策課事 務 局

別紙のとおり出 委 員

矢田企画政策部長、北森企画政策課長、事務局

徳田企画政策課長補佐、澤田席

別紙のとおり欠 席 者

①設立の趣旨について議 題

②本市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの現状と今後の進展について

議 事 概 要
１．市長挨拶

これから地域公共交通は重要になってくると考えています。

本市においては、元気城下町号（コミュニティバス）を平成15年12月から現

在までで約３年間走らせていますので、この経験を生かし利用者が利用しやす

、 。いバス路線の確立を目指して 検討していかなければならないと考えています

今後、少子高齢化が一層進み、自家用車の運転が自分で出来ない人も多数出

てくることが予想されますが、だからこそ、地域住民の移動の機会を増やすこ

とで、まちの活性化につなげていけるように努力していきたいと考えておりま

す。

２．委員紹介

事務局による委員紹介。

３．要綱説明

事務局から大和郡山市地域公共交通会議設置要綱における以下の点につい

て主に説明する。
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① 市長が会長となる。

② 構成員と委員の任期。

③ 会長が議長となる。

→以下、議長（会長）により議事進行。

４．議題

（１）設立趣旨について

事務局が資料P2～6に沿って説明する。

（２）本市コミュニティバスの現状と今後の進展について

事務局が資料 及び添付資料（現行バスのチラシ及び新路線図案）につP7
いて説明する。

＜質疑応答＞

今後についてですが、第２回以降の会議を近日中に開催するという奈良運輸支局長

ことでしょうか？補助金申請の関係もあるので・・・

新路線図 （案） ができているものの、 バス停の 位置な ど細かい 点ま事務局

では 決まっていませんので 、 これから 地元住民 と協 議を 重ね て決 め

ていこうと考 えています 。ですから 次回 の会 議 は、 １１ 月 下 旬か ら

１２月上旬で考えています 。

もう一点お聞きします。新路線図（案）のルートは一本あたりの奈良運輸支局長

所要時間はどのくらいですか？

約１ 時間半になります。事務局

ちょっと所要時間が長いですね。中嶋会長

そうですね。地元としては、今回のルートが確定的ではなく、暫松石会長

時定期的に見直していただきたいと考えております。

また、所要時間を短縮するためにルートの見直し（例えば、九条

公園をルートから外すとか…）や、２ルートに分けることも選択肢

の一つとして考えた方が良いのではないでしょうか。どちらにして

も、バスの利用者数は、それほど多くならないとは思いますが…。
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利用者の生活の利便性を考慮すると、やはり、買い物・駅・病院郡山警察署

等に３０分以内で行けるようなルートが一番望ましいのではないで

しょうか。

私の地区で、バスについてのアンケートを７０歳以上を対象に行沼田会長

いました。対象者数は約４００人で、まだ集計中ですが約半数はバ

スがあれば利用するという回答でした。また、フリーパス券や回数

券があれば購入するかという質問では、少数ではありましたが購入

するいう回答がありました。ですから私達の地区ではバスを望んで

いると考えても良いと思います。

今 回、 新 路 線 図（ 案） を示 しましたが 、さ ら に利用者 の利 用し や事務局

す さ を検 討 していかなければいけませんので、 ル ー トの 詳細 ､バ ス

停の位置等を詰 めていきたいと考えています 。

次回 の開催は 、詳細 な内容が 決った段 階で､再度開催 させていただ

きたいと思い ま す。

、 、 、行政 としては 地 域の公共交通の充実 を図っていく上で 先 ずは

地 域の意 見と し て地元自治会の 意見を 重視しながら検 討して参 りた

い と考えておりますので 、ご理 解、ご 協力のほどよろしくお願 い致

します 。

今後におきましては、当会議が、地域の公共交通の充実を図るた会長（市長）

めの意思決定の機関として機能していけるよう努めていきたいと考

えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

本日は、どうもありがとうございました。

以下余白


